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本日の目標

● 「多文化共生のまちづくりのために、私たちはどんな取
り組みができるのか？」を、群馬県の事例から考える



  

本日の内容

● 多文化共生の定義（卑見）
● 群馬県の現状
● 事例（館林のロヒンギャ、境町モスク）
● 結論



  

多文化共生とは？
● 多文化共生＝「誰もがありのままで、嫌な思いをするこ

ともなく、気楽に暮らせる状態」（国籍や民族、障害の有
無、性別や性自認、年齢なども含む様々な差異を持った人たちが）
→ 他文化強制ではない
→ 文化の多様性や差異を維持しながら、共に生きる
→ 排除されない、孤立しない

● 大連での経験（大連は居心地が良かった）
● しかし、年に 1回、気の重くなる時があった（ 9月）



  

多文化共生とは？

● 大連の 9月 18日（満州事変の日）
→ 午前 9時 18分に警報が鳴り、車が一斉にクラクションを鳴らす
→ 危害を加えられることはないと分かっていても、気が重く、複雑
な思い

● 日本で排外主義が強まり、ヘイトスピーチなどが増えれば、在
日外国人の方々にとっては毎日が 9月 18日

● そうならないためにも、多文化共生のまちづくりを



  

群馬県と外国籍県民（ 2025 年 12 月末）

● 外国人住民数： 87,544人（対前年比 6,148人増）
● 県人口（ 1,893,898人）の 4.6％
● 115か国・地域（対前年比 -4か国・地域）
● 人口最多：伊勢崎市　 17,320人（ 8.2%）
● 比率最多：大泉町　 21.8%（ 9,011人 / 41,267人）
● 比率 10%以上：草津町（ 11.8%）、昭和村（ 10.5%）

出所：群馬県「多文化共生・共創ポータルサイト」
https://www.pref.gunma.jp/site/tabunka/



  

群馬県と外国籍県民



  

群馬県と外国籍県民　実情は？



  

群馬県の現状　意識調査

● 「外国人県民向け調査『令和 2 年度外国人県民アン
ケート』」

● 「日本人県民向け調査『令和 2年度多文化共生・共創
推進アンケート』

● 調査期間： 2021年 3月～ 5月
● 前回の調査は 2016年 7月～ 10月

出所：群馬県「多文化共生・共創ポータルサイト」
https://www.pref.gunma.jp/site/tabunka/



  

群馬県の現状　意識調査

□ 外国人向け調査
● 群馬県での暮らし

– 「幸せだと感じている」または「やや幸せだと感じ
ている」　 72.4％（新規）

● 日本人との交流
– 「積極的に交流したい」　 73.8％（ 67.0％）



  

群馬県の現状　意識調査

□ 日本人人向け調査
● 外国人と顔を合わせることがありますか

– よくある　 24.9％（ 47.2％）
● 外国人住民との関わりは深めるべきだと思いますか

– 生活上、必要最低限の交流はしたほうがよい　
60.1％（ 50.6％）

– 積極的に深めていくほうがよい　 11.5％（ 13.6％）
– 特に深めなくてもよい　 16.5％（ 20.0％）



  

群馬県の現状　意識調査
□ 日本人向け調査
● 外国人住民が増えることに関する考え

– 「 外 国 の 文 化 ・ 風 習 に 触 れ る 機 会 が 増 え る 」 　
76.1％（ 73.3％）

– 「労働力が補充される」　 64.3％（ 75.4％）
– 「 意 思 疎 通 が で き な い の で は と 不 安 に な る 」 　

51.2％（ 62.5％）
– 「受入れ整備のために、税金からの負担が増す」　

46.5％（ 61.0％）



  

群馬県の現状
● 群馬に衝突やヘイトはほぼない（管見の限り）
● 多文化共生が上手くいっているからではなく、すみ分けてお
り、接触がないからでなないか？



  

活躍する外国籍の子供たち

□ 「少年の主張」群馬県大会
● アジズ・ハディア「言葉のヤングケアラー」

– 2024年度、最優秀賞
● ナズルル・アミン「戦争の意味」

– 2025年度、優秀賞
● カラム・アティカ「互いを受け入れられる社会へ」

– 2021年度、努力賞



  

ナズルル・アミン「戦争の意味」

● どんな理由があっても、戦争によって奪われた命は
戻ってきません。爆弾ひとつで壊される命や街。そこ
に理由があるからといって、正当化されることはない
と僕は思います。

● 「戦争の意味」とは何でしょうか。僕はそれが「人間
が何を失い、何を学ばなければならないかを示すも
の」だと思います。

● 相手を「敵」としか見ず、理解しようとする心を失った
とき、人は争いを選んでしまう。



  

カラム・アティカ「互いを受け入れられる社会へ」

● 「難民」が世界にいる理由。それは、お互いが、お互
いの考え方の違いを受け入れようとしないからだ。

● 私は、イスラム教の文化を大切にしながら、日本で生
きている。（中略）私は、イスラム教とは、まったく
違う文化の日本に住んでいるけれど、とても幸せなの
だ。それは、周りにいる人が私のことを受け入れてく
れるからこそだ。そして、そんな人たちがいたからこ
そ、私自身も日本を周りにいる人を受け入れることが
できた。



  

館林のロヒンギャ
● ロヒンギャとして（同化を強いられず）、館林に溶け込んでいる
● 「館林は差別や迫害がない。ロヒンギャが幸せに暮らせる」（ B

氏）
● 「ロヒンギャは、日本人と変わらない暮らしをしています」（ A

氏）
● 「委員会活動やクラスで中心的な役割を果たすロヒンギャの児童
もいる」（館林市立第十小学校長、上毛新聞 2015年 11月 7日）

● コミュニティには助け合いが根付いている

情報源： A 氏（ロヒンギャ）、 B 氏（ロヒンギャ）、上毛新聞



  

館林のロヒンギャ
● 1994年、一般社団法人在日ビルマロヒンギャ協会を設立（大宮）
● 1996年、 1人目（当時の協会会長）のロヒンギャが館林へ
● 2010年前後、約 150人。 2015年前後、約 200人。 2020年前

後、約 250人。現在、 300人以上。
● 2000年、マスジド・サラーマト（ロヒンギャのモスク）開設
● 2010年前後、市民から市役所へ苦情。館林市国際交流協会の仲

介で、ロヒンギャと市民が話し合い。相互理解が進む
● 2021年、一般社団法人在日ロヒンギャコミュニティを設立

情報源： A 氏（ロヒンギャ）、 B 氏（ロヒンギャ）、上毛新聞



  

ダールッサラーム・マスジド（境町モスク）

● 1日平均で約 15か国、 50人ほどが利用（ 2025年 2月、群馬
テレビ）

● 外国籍市民の生活支援に尽力
● イマーム（バングラデシュ出身）が 6 言語（ベンガル語、
アラビア語、ウルドゥー語、ペルシア語、英語、日本語）
を操り、対応

● 地域と外国人コミュニティとの接点でもある



  

ダールッサラーム・マスジド（境町モスク）



  

ダールッサラーム・マスジド（境町モスク）



  

ダールッサラーム・マスジド（境町モスク）

https://youtu.be/CRUvCDeKzOA?si=AzI531gOuG9wP5EX



  

ダールッサラーム・マスジド（境町モスク）



  

まちづくりへの期待

● 館林ロヒンギャと境町モスクの共通点
– 窓口がはっきりしている（在日ビルマロヒンギャ協会、境町モ
スク）
►「代表を決めておくことは大切。代表がはっきりしていれ
ば、市役所などもこちらに連絡しやすい」（ A 氏）

– 日本側にも交流に熱心な団体がある（館林市国際交流協会、
NPOアスワード）



  

まちづくりへの期待
● 私たちはどんな取り組みができるのか

– 問題があれば話し合い、交流の機会を増やす、理解し合う
– 世界の事例にも目を向ける（台湾、マレーシア、ニュージーラン

ド、中央ユーラシア、スペインなど）

https://www.mpp.govt.nz



  

Ablet Abduréshit Berqi （ウイグル人の詩人）
私の右に　アラブの友

左に　ユダヤの友
二人は　黙って　私を見る
どちらの側に　いるのかと

私は　答える
私は

流れた血の側に
流れた涙の側に　いる

「国家という存在は、誕生と同時に戦争や憎悪を生「国家という存在は、誕生と同時に戦争や憎悪を生
み出してしまう。だからこそウイグルと漢族の問題み出してしまう。だからこそウイグルと漢族の問題
を、国家の枠を超え、人間同士の関係として語りたを、国家の枠を超え、人間同士の関係として語りた
い。そのために詩を書くのだ」い。そのために詩を書くのだ」

出所：Nur Muqeddes 博士からのご教示



  

まちづくりへの期待（効果）

● 多文化共生のまちづくり
→ 誰かを排除しない地域

→ 誰かを孤立させない地域

● 差別され、排除され、孤立している人が、つながりを求めてヘイ
ト活動や闇バイトに流れる？

↓

● 多文化共生は地域全体（そこに暮らす全ての人）にも良い効果を
生む



  

クルアーン 第 49 章 13 節

人びとよ、われらは一人の男と一人の女からあなた方を創り、
さまざまな種族と部族に分けました。
それはあなた方が、互いに知り合いになるためです。

出典：水谷周・杉本恭一郎 . “クルアーン : やさしい和訳” . 国書刊行会 , 2019



  

資料

● アジズ・ハディア「言葉のヤングケアラー」
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/639969.pdf

● アミン・ナズルル「戦争の意味」
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/677428.pdf

● カラム・アティカ「互いを受け入れられる社会へ」
https://www.pref.gunma.jp/uploaded/attachment/134114.pdf



  

資料

● 特定非営利活動法人共に暮らす（ともくら）
→ 言葉のヤングケアラーに取り組んでいる

https://tomokura.org
https://www.youtube.com/channel/UC-9ba2ohxQyoPjEk3VoMG1w


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30

